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－
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膿
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膿
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－
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右
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ガ
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膿
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ス
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一
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ス
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モ
ノ
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遭
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セ
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A
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細
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ナ
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反
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強
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－
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膿
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ノ
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膿
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足
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一
ヨ
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支
配
セ
ラ
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。
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第
一
一
蹴
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中
足
動
脈
ノ
ミ
川
足
背
動
脈
ニ
ヨ
リ
ア
、
其

他
ノ
膿
側
中
足
動
脈
A

総
－
ア
外
側
足
膿
動
脈
一
一
ヨ

yeア
支
配
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ

y
o

第
六
型
細
小
部
ガ
足
背
動
脈
深
足
腰
枝
上
一
ア
Y

モ
ノ
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九
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。
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七
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挿
嗣
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・
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二
闘
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型
ト
同
様
少
数
－
一
於
－
プ
見
ル
蕗
ノ
モ
ノ
－
一
計
二
プ
足
背

動
脈
深
足
腰
枝
A

極
メ
ア
細
小
ニ
し
て
ア
傑
カ
ニ
深
膿
弓
ト
結

合
セ
M
Y

ニ
過
ギ
ズ
。
郎
チ
深
膿
弓
A

外
側
足
腰
動
脈
ノ
ミ
－
一

ヨ
リ
ア
支
配
セ
ラ
レ
従
ツ
ア
線
ア
ノ
膿
側
中
足
動
脈
A
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支
配
下
ニ
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リ
ノ
ト
認
ム
ペ
キ
モ
／
ナ
リ
。

以
上
ヲ
通
覧
ス
w
y

－
一
、
足
背
動
脈
深
足
腺
枝
ト
外
側
足
跡

動
脈
ト
ノ
吻
合
ヲ
快
ケ
Y

毛
ノ
郎
チ
完
全
ナ
w
y

深
膿
弓
ヲ
形

成
セ
ザ
w
y

モ
ノ
A

一
三

O
足
中
僅
カ
ニ
一
足
－
一
週
ギ
ズ
。
他

A

悉
ク
多
少
ノ
吻
合
ヲ
笹
口
ミ
以
テ
完
全
ナ
Y
深
願
弓
ヲ
形
成

セ
Y

モ
ノ
ナ
ソ
。

深
跡
弓
A

多
ク
ノ
場
合
主
ト
ジ
－
ア
足
背
動
服
一
一
ヨ

y
－
ア
支
配
セ
ラ
Y
。
換
一
マ
一
ロ
ス
レ
バ
膿
側
中
足
動
脈
ガ
主
ト
ジ
－
ア
足
背
動
脈
一
一
「
コ
リ
ニ
プ
支
配

セ
ラ

y
、
コ
ト
多
シ
。
即
チ
一
足
－
一
於
ケ
Y
総
－
プ
ノ
膿
側
中
足
動
脈
ガ
外
側
足
腰
動
脈
ノ
ミ
ノ
支
配
ヲ
受
ク

Y

モ
ノ
A

慌
カ
ニ
六
・
九
折
二
一
過

ギ
ザ
Y

ニ
反
シ
ア
、
足
背
動
脈
ノ
ミ
ノ
支
配
ヲ
受
ク
Y

モ
ノ
ハ
五
七
・
七
M
F
ノ
多
キ
ニ
蓬
ス
。

向
、
側
々
ノ
臓
側
中
足
動
脈
一
一
就
－
ア
見
山
戸
モ
最
モ
外
側
－
一
位
セ
Y
第
四
股
側
中
足
動
脈
－
一
一
炉
、
－
プ
ス
ラ
足
背
動
脈
一
一
ヨ

y
－
プ
支
配
セ
－
フ
w
戸、

場
合
多
ク
、
最
モ
内
側
－
一
位
セ
Y
第
一
蹴
側
中
足
動
脈
一
一
至
リ
ア
A

外
側
足
搬
動
d

肱
一
一
ヨ
リ
ア
支
配
セ
ラ

y

、
モ
ノ
A

足
背
動
脈
一
一
ヨ
リ
ニ
プ

間lf市

第
六
品
位

F、
原

多

著

喜

セ第

門
川

a
v

、、
7
一
一
v

l
J
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表

足支｜外リモ Ig削fl参
背西日 ｜側テノ｜倶jス照
動セ ｜足支 ｜中ノレ〉
脈ラ I~四日 ｜足モ
ζ ノレ I !li11セ I i劫ノ
ョ、 ｜脈ラ ｜脈（
リモ I ＝ノレ ｜ ヲ後
テノ ｜ョ、 ｜紋章

118 ' !) 

仇切り？~

q,G ；~ 13,1% I 

I g4 ! ::1> ! 

l竺J竺｜？？｜
11 I .:;1 , 

~ .~，4,6% I：：川2%I 
s 第四

間
八
四

（
第
式
競

二
一
凶
）

J¥ 第表

第

" d 

8 

第三ο 型ヨ王第

” 

支
配
セ
ラ
w
y

、
モ
ノ
、
僅
カ
－

rhニ
一
過
ギ
ズ
。
（
第
八
表
）

今
、
此
等
ノ
事
賓
ト
並
－
一
一
版
側
祉
動
脈
ガ
小
此
酢
骨
側
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
ア
其
ノ
大
部
分

A

膿
側
中
足
動
脈
又
A

背
側
中
足
動
脈
－
一
ヨ
リ
ア
支
配
セ
ラ
M

戸
、
モ
ノ
ナ
w
y

コ
ト
（
劉

耀
峨
氏
・
満
洲
瞥
皐
雑
誌
・
第
八
窓
・
一
二
七
頁
・
昭
和
三
年
）
ト
ヲ
綜
合
ジ
ア
考
プ
グ
時

λ

、
膿
側
祉
動
脈
A

多
ク
A

足
背
動
脈
ノ
ミ
ニ
ヨ
リ
ア
支
配
セ
ラ

y
、
ヵ
又
A

比
較
的

師
、
ク
支
配
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知

y
。
換
－
一
一
口
ス
レ
バ
足
祉
ノ
替
養
A

主
ト
シ
－
プ

足
背
動
脈
－
一
ヨ
リ
ア
替
マ
U
F

、
モ
ノ
ナ
リ
。

左
右
ノ
比
較
余
ノ
深
膿
弓
型
－
一
就
テ
左
右
ヲ
比
較
ス

Y

ニ
殆
ド
相
同
ジ
。

表）

左

18 

第一服側中足動脈

第二

（
第
九

" ;j 

更
ニ
同
一
睦
－
一
就
ア
見
Y

一
一
左
右
同
屍
ノ
三
五
開
（
内
、
乾
燥
標
本
四
館
）
中
、
左
右

相
稀
ノ
モ
ノ
一
一
一
穂
（
内
、
乾
燥
牒
本
三
開
）
ア
リ
ノ
。
業
他
A

多
少
ノ
相
違
f

存
セ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
業
内
一
鰭
（

3
）
A

左
右
全
ク
相
反
ス

Y
形
態
ヲ
有
セ

リ
。
郎
チ
右
側
A

第
一
型
－
ご
こ
プ
左
側
A

第
六
塑
ナ
リ
ノ
。

欧
洲
人
ト
ノ
比
較

F
E
H
F－
氏
ガ
欧
川
人
成
人
ユ
就
－
プ
得
タ

Y
成
績
ト
余

ノ
日
本
人
成
人
＝
炉
、
ヶ

Y
成
績
ト
ヲ
比
較
ス
W
y

－
－
．
深
倣
弓
ニ
針
ス
グ
’
足
背

動
脈
ト
外
側
足
跡
動
脈
ト
ノ
支
配
的
関
係
A

其
問
多
少
ノ
相
違
ヲ
見
出
セ
ド

モ
特
－
一
注
意
ヲ
引
ク
ペ
キ
ホ
ド
ノ
盤
化
ア
Y
7
昆
ズ
。
著
シ
キ
人
種
的
差
異

右

15 

8 

型

外側足際動脈
ト足背動脈深
足l蹄枝トノ吻
全三島之...：：....：.

九

型

第

り

11 型

型

｛｝ 

4 

1 

四

第

第

_..., ，、第

ナ
キ
毛
ノ
、
如
ジ
0

〈
第
十
表
）

向
、
。

2
4
氏
一
一
ヨ
レ
バ
欧
洲
人
初
生
児
エ
於
ア
A

深
脚
J
勺

A

悉
ク
叉
A

主
ト
ジ
ア
足
背
動
脈
一
一
ヨ

y
－7
支
配
セ
ラ
レ
、
主
ト
シ
ア
外
側
足



表

テ
ノ
隊
側
中
足
動

吻
合
7
絞
タ
モ
／

外
側
足
蹴
動
脈
ト
足
背
動
脈
深
足
蹴
枝
ト
ノ

吻
令
部
位
ノ
不
明
ナ
ル
モ
／

列
側
足
蹴
動
脈
ト
足
背
動
脈
深
足
鯨
枚
ト
／

（
余
ノ
第
六
型
－
一

支
配
ス
ル
モ
ノ

外
側
足
脈
動
脈
ガ
線
本目
蛍
ス

ル
モ
ノ
、ー’

テ
ノ
蹴
側
中
足
動
脈
ヲ

外脈会
側ヲマ
足支合
前年商B:;;.7

震；季
五7明
一 l品
ス

Jレ

モ
／ 

ニ
l
第
四
脈
側
中
足
動

＋ 

（
余
／
第
凶
型
－
一

脈
ヲ
支
醜
ス
ル
エ

外
側
足
脈
動
脈
＃

（
余
／
第
三
型
ユ
・
4
2

間
ス
ル
モ
ノ

外
側
足
脈
動
脈
ガ
第
凶
舷
側
中
足
動
脈
ヲ
支

〈
余
／
第
一
・
第
二
型
エ
相
営

脈
7
支
即
ス
ル
モ
ノ

足
背
動
脈
深
足
跡
枝
ガ
総 ス

ル
モ
／ 

第
四
蹴
側
中
足
動

第

ル
モ
ノ
、、、J

日ら
2

ヨス

ス

ル
モ
ノ
、、，，

。2 5 3 6 18 32 調査Manno 

3,0% 7,6% 4,5% 48,5% I 27,3% I 9,1% 66足献がH人

1 。9 8 19 19 74 喜多調査

0,8% 6,9% 56,9% I 14,G；占 I14,6% I 6,2% 日本人 130足

鵬
動
脈
ニ
ヨ

yeプ
支
配
セ
ラ

y
、
毛
ノ
A

五
O
足
中
一
足
ヲ
毛
之

V
7

見
ズ
ト
言
プ
。
是
レ
、
初
生
児
↑
一
於
ア
A

外
側
足
跡
動
脈
ノ
接
育
未
ダ

完
全
ヲ
建
グ
ザ
Y

ニ
ヨ

Y
ぺ
シ
。

第
二
蹄
側
中
足
動
脈

通
常
、
第
一
一
腰
側
中
足
動
脈
A

足
背
動
脈
深
足
腰
枝
ガ
第
一
勝
骨
骨

間
睦
ヲ
経
－
プ
足
腰
二
出
デ
タ
Y
部
位
ヨ
リ
、
第
二
｜
第
四
膿
側
中
足
動

脈
A

深
膿
弓
凸
側
ヨ

y
起
？
プ
前
走
シ
共
ニ
祉
骨
首
節
基
底
－
一
於
－
7
麟

側
祉
動
脈
二
一
分
岐
ス
。
但
し
γ

膿
側
枇
動
脈
A

時
ニ
．
洩
足
腰
動
脈
又
A

背

側
中
足
動
脈
－
一
ヨ
リ
ア
代
償
セ
ラ
u
y

、
コ
ト
ア
レ
ド
モ
之
レ
ュ
閥
ス

y

詳
細
A

劉
氏
ノ
著
戸
前
掲
）

ニ
ヨ
リ
ア
明
カ
ナ
Y

ヲ
以
ア
蕊
一
一
一
論
及
セ

’ .A 
0 

二
本
、
稀
レ
ニ
A

三
本
ノ
膿
側
中
足
動
脈
ガ
一
本
ノ
共
同
幹

ヲ
以
ア
深
膿
斗
ヨ
リ
起
Y

コ
ト
ア
リ
。
（
第
十
一
表
）

而
シ
ア
此
等
ノ
膿
側
中
足
動
脈
ガ
其
ノ
共
同
幹
ヨ
リ
分
岐
ス

Y
部
位

ヲ
見
M
Y

－
－
（
此
ノ
閥
係
A

乾
燥
標
本
－
一
於
ア
A

明
カ
ナ
ラ
ザ
w
y

タ
メ
之

レ
ア
除
外
シ
、
且
ッ
一
本
ノ
共
同
幹
ヨ

y
三
本
ノ
膿
側
中
足
動
脈
ヲ
分

岐
ス

Y

モ
ノ
内
之
レ
ヲ
二
回
ト
シ
ア
計
算
セ
9
）
、
内
轄
蹄
筋
横
頭
ヨ

y

fヘ
ー占

、ー，，

戸、
一一晶、、，〆
後
方
－
一
ア
グ
コ
ト
二
四
回
、
其
ノ
背
側
一
一
ア

Y

コ
ト
一
二
回
ニ
シ
ア
宜
（
ノ
前
方
一
一
ア

Y

コ
ト
A

稀
レ
ニ
膿
側
中
足
動
脈
ヲ
快
如
ス
M
F

コ
ト
ア

9
0
郎
チ
其
ノ
本
幹
ヲ
快
キ
僅
カ
－
一
其
ノ
遠
端
部
分
（
通
常
膿
骨
頭
ヨ
リ
ノ
遠
端
部
）
ガ

一
回
モ
之
レ
ヲ
見
ズ
。

第
六
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箸
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喜
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凶
八
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二
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五
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例 数

共同幹ヲ以テ起
0 平

、
Jレ蹴側rfl足動脈

右 ｜左

計

有左 右左

l l 第一・第二 1 ，白》》

ー．・．．．

第二・第三 4 
‘》 12 
(1) (1) 

第三・第四
4 2 －巳J・》 2 20 

[) (1) (1) （~） 

第一・第二・第三 1 

第二・第三・第凶 l 

一

第
大
谷

F『

原

箸
u 

喜

多

保l考十；B広内ノ数字ハ其中二会第セJレ

乾燥標本数ヲ示ス。

問
八
六

表

第凶｜下｜下 ｜： －

（
第
成
城

一一
一
大）

表＋ 第

五「

.. 
モ〉

> 
，》

足
腰
浅
在
動
脈
ユ
ヨ
ソ
ア
代
償
セ

－フ
Y

、
モ
ノ

ナ
リ
ノ
。
而
シ
ア
第
三

線
側
中
足
動
脈
ヲ
快
如
ス
M
Y

モ
ノ

及
ピ
一
足
ニ
於
ア
二
本
以
上
ノ
麟

側
中
足
動
脈
ヲ
快
如
ス
M
F

モ
ノ
ア

見
ズ
。
（
第
十
二
表
）

（
三
）
内
轄
蹄
筋
横
頭
ト
ノ
開

係
。
此
ノ
関
係
A

乾
燥
標
本
一
一
於

，ァ
A

明
カ
ナ
ラ
ザ
M
F

タ
メ
之
レ
ア

除
外
セ

Y

一
O
二
足
ニ
就
ア
調
査

セ
リ
。

第
二
｜
第
四
勝
側
中
足
動
脈
A

通
常
内
特
蹄
筋
横
頭
ノ
背
側
ヲ
鰹
－
プ
前
走
シ
跡
側
祉
動
脈
－
一
分
岐
ス。
但
ジ
第
四
膿
側
中
足
動
脈
ガ
該
筋
ノ

肌
側
ヲ
様
、
ギ

y
－
プ
前
走
ス
M
y
f
t

ノ
二
五
足
－
一
辺
岨
セ
リ
（
第
十
三
表
）
。
第
二
及
第
三
勝
側
中
足
動
脈
－
一
炉
、
－
7

A
斯
ク
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
見
ズ
。

只

一
足
（
3
右
）
ニ
於
ア
第
二
及
第
三
膿
側
中
足
動
脈
ガ
共
ニ
該
筋
ノ
後
方
－
一
於
ア
殆
ド
同
大
ノ
二
校
二
分

ν
、
一
枝
A

其
ノ
背
側
ヲ

．
一

枝
A

其
ノ
膿
側
ヲ
経
47
該
筋
ノ
前
方

－一至吋
ノ
再
ピ
A
n
ジ
ア
一
一
様
ト
ナ
Y
毛

ノ
、
郎
チ
第
二
及
第
三
膿
側
中
足
動
脈
ず
’
北
（
ノ
経
過
中
一
一
於
ア

一
ノ
輪
ヲ
形
成
シ
其
輪
ノ
中
ニ
内
特
蹄
筋

横
肌
ヲ
通
ズ

Y

モ
ノ
ヲ
見
タ

y
。
（
附
闘
第
五
固
）

第
三
深
足
踏
勤
脹
弓
ト
外
側
足
踊
肺
鰹
深
枝
ト
ノ
関
係

本
調
査
二
用
ヒ
タ
Y
材
料
A

乾
燥
標
本
全
部
並
－
外
側
足
腰
神
経
深
枝
ア
段
損
セ
Y

一
足
（
3
右
）
ヲ
除

表
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第
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キ
タ
M
F

一
O
一
足
ナ
9
0

外
側
足
腰
神
経
深
枝
A

外
側
足
蹴
動
脈
ノ
内
側
二
一
於
’
プ
外
側
足
腰
紳
経
ヨ
リ
出
デ
、
深
膿
パ
d
f
後
内
側
ニ
沿
ア
ア
前
定
ジ
、
通
常
深
膿
ヰ
ガ

長
屈
祉
筋
第
四
腿
外
側
縁
ヨ

p
深
部
一
一
潜
入
ス

Y
部
位
ヨ

y
稿
々
内
側
－
一
一
炉
、
4

プ
深
膿
弓
ノ
膿
側
ヲ
横
ギ
リ
其
／
前
側
ニ
出
デ
、
教
保
ノ
筋
枝

ニ
分
岐
ス
M
Y

カ
又
A

探
勝
弓
ト
交
叉
ス
U
F

以
前
－
一
於
47
筋
枝
－
一
分
岐
シ
、
該
筋
枝
？
探
勝
弓
ノ
膿
側
ヲ
経
ア
其
ノ
支
配
ス
J

ベ
キ
筋
－
一
遥
ス
。
而

シ
ア
此
等
ノ
筋
枝
ノ
或
Y

モ
ノ
ガ
時
－
一
第
二
若
ク
A

第
三
勝
側
中
足
動
脈
ノ
背
側
ヲ
経
過
ス
グ
モ
ノ
ア
リ
ト
雄
、
深
枝
ソ
ノ
毛
ノ
ガ
深
麟
弓
ノ

背
側
ヲ
経
過
ス

y
t
t
ノ
ヲ
見
ズ
。
（
附
闘
第
一
・
第
二
・
第
四
国
委
照
）

此
ノ
闘
係
山
一

O
一
足
悉
ク
同
一
－
一
シ
ア
一
ノ
破
格
ナ
シ
。
是

v
、
類
似
ノ
状
態
－
一
ア
Y
深
掌
動
脈
弓
ト
尺
骨
紳
純
深
枝
ト
ノ
閥
係
ト
大
ニ

巣
ナ
Y

慮
ナ

y
。

欄
筆
ス

Y

ニ
臨
ミ
懇
篤
ナ
Y
御
指
導
ト
御
校
閲
ノ
勢
ト
ヲ
賜
リ
タ
Y
恩
師
足
立
文
太
郎
先
生
－
一
満
膝
ノ
謝
意
ヲ
表
ス
。

附

説

園

明

附
闘
ハ
線
テ
同
時
本
＝
就
テ
直
接
其
ノ
蹴
側
ヨ
リ
描
潟
セ
ル
モ
ノ
ナ

p
o大
サ
ハ
約
2
一3
。

一

第
一
国
深
蹴
弓
型
第
一
型
。
深
蹴
弓
ハ
足
背
動
脈
ノ
ミ
－
一
ヨ
リ
テ
支
酷
セ
ラ
レ
且
ツ

一

外

側

足

蹴

動

脈

外

側

枝

モ

英

ノ

支

配

下

＝

ア

ル

モ

ノ

。

一

第
二
園
周
第
六
型
。
深
蹴
弓
ハ
外
側
足
脈
動
脈
ノ
ミ
ユ
ヨ
リ
テ
支
配
セ
ラ
ル
一

ル
モ
ノ
o

一

第
六
容

F『

原

著
、」

多

由
且
回

第
三
圏
外
側
足
脈
動
脈
ト
足
背
動
脈
深
足
蹴
校
ト
ノ
吻
A
ロ
ヲ
狭
ケ
ル
モ
ノ
。

第
四
国
深
紙
弓
ハ
外
側
足
跡
動
脈
ト
第
三
背
側
中
足
動
脈
後
穿
通
校
ト
ノ
吻
合
－

2
・

リ
テ
成
立
セ
リ
ト
認
ム

ベ
キ

モ
ノ
。

第
五
個
第
二
及
第
三
燃
側
中
足
動
脈
が
共
一
一
甘
一
（
／
経
過
中
ユ
於
テ
内
鱒
蹄
筋
桜
頭
ヲ

続
ル
一
ノ
輪
予
形
成
セ
ル
モ
／
。

問
八
七

（
第
戒
競

二
一
七
）
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Zusammenfassung. 

Der Verfas同 r hat eine Untcrsuchung tiber die tiefen Arterien der Planta an 130 mit Teichmann’scher l¥Iasse 

injizierten Fussen von Japanern angestellt. 

Die Resultate sind folgende 

I. Arcus pl川 tarisprofundus. 

Der Arcus phntaris profundus ist in der Regel durch die Anastomosenbildung・ zwischen elem Ramus profundus 

der A・ plantarislateralis und dem Rλmus plantaris profundus der A. dorsalis pedis bedingt, wobei sich aber die 

Arterien in bezug auf ihre St孟rkesehr ver・品chiedcnverhalten. 

I) o-¥n einem Fusse fehlte die Anastomose, so dass der Arcus offen war. 

2) An 74 F川 北n war der Arc出 durch die A. dorsalis pedis allcin gじbilclet. Die A 』ilaぱaris lateralis 

beteiligte sich wegen ihrer Schwache nicht an d巴rArcusbildung. Darunter stammten an 33 Fussen der Ramus 

lateralis der A. plantar・l当 lateralis,an den ubrigen 41 Fussen auch die Aa. met品tarseaeplantares I-IV aus der A. 

dorsa]i<; pedis. 

3) Die A. plantaris lateralis beteiligte sich an der Bildung des Arcus und lieferte eine oder mehrere Aa. 

metatarseae .p]antares, und zwar die A. metatarsea IV 19 ma!, III und IV 19 ma!, II-IV 8 mal, I-IV 9 ma!. 

Bei den letzten 9 Fi.issen w品ralso der Arcus <lurch die A. plantaris lateralis allein gebildet. Die A. dorsalis pedis 

sandte nur ein kleines Zweigchen in die Soble. 

Die oben envahnten Resultate zeigen im Vergleich rnit den en an Italienern ( nach Manno) nur so wenige Unter-

schiede, <lass in bezug auf die tiefen Arterien der Planta von einem merklichen Unterschiecle zwischen beiden Rassen 

keine Rede sein kann. 

2. Aa. metatarseae plantares. 

1) 1三s finden sich F.llle, bei welchen 2 oder selten 3 Aa. metat川出~ae plantares n1ittels cines gemeinsamen 



Truncus aus dem Arcus ents1汀ingじIL

2) Das Fehlen einer A. metata1・seaI》lant;niskam nur sじItじnvor. 
3) In der Regt;l verliefen die IL-IV. Aa. rnetatarseae plantares an der dorsalen Seite dじSC叩 uttransversu111 des 

M. adductor hallucis. An 25 Fussen verlid diじ IV.A. metatarsea plantaris an der plantaren Scitc des genannten 
Mucよkclkopfes.

3. Die Lage des Arcus plant呂ris profundus gじgen den Ramus 1』rofundusdes N. plantaris latじralis ist sehr 
ko山 ta川 ． Der Arcus五ndet sich namlich stets auf der clorsalen Sじitede.s Ramus profundus des Ncrvじn(Autore先日t）・

事者4く毒事 【隆抑】 悦司令 置にて4司 （~夜桜繋 111 ~） 


